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対馬市立厳原北小学校の ESD への取り組み 
末廣 悠芽 
1. はじめに 
 今回、2019 年 9 月 16 日〜2019 年 9 月 19 日に実施した対馬アクションリサーチ合宿に




容、教育的価値、地域コミュニティでの役割の 3 つをまとめていく。 
 
2. ESD の活動内容 
厳原北小学校では 3 年生〜6 年生の「総合的な学習の時間」の授業時間を使って、ESD の
一環としてふるさと学習を実施している。2019 年度は、6 年生は「対馬の持続可能な島づ
くりに貢献している人々」を、5 年生は「ツシマヤマネコを PR しよう」、4 年生は、国選
定無形民俗文化財「曲の盆踊り」の発祥の秘密探求、3 年生は「椎茸の原木栽培とレシピ
開発」を学習対象としている。 
その中で我々は、第 4 学年（担任：石見教諭）の総合の時間に授業見学をした。4 年生
では、「曲の盆踊り」を題材として、歴史・文化・伝統の領域を扱う。江戸時代に対馬の





















3. ESD の教育的価値 
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